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農村民泊の営業許可を受けた９軒の紹介（上から、下の地図の番号、屋号、住所、電話番号、代表者）

五ヶ瀬町桑野内から見える阿蘇の山々のパノラマは最高です。涅槃像（ねはんぞう）に見えませんか。

上の似顔絵とこのマップは、八代市の立迫なぎささんがボランティアで作成されたチラシから抜粋しています。
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夕日の里ふるさと体験交流ツアー２００６
表紙で紹介した「夕日の里づくり推進会議」が、７月２９日から３０日に実施し、福岡県内を中心に１１
組３９名が参加しました。同ツアーは、平成９年から毎年実施されており、今年で９回目 （一昨年は台風。
接近のため中止 。）
参加者は、鳥越川での川遊び、魚のつかみ取りやバーベキュー交流会、ふるさと体験タイム（トウモロ

コシ収穫、豆腐づくり、ブドウの袋かけ）などのグリーンツーリズムを楽しみました。

「こどもＳＯＳ」こどもまもろう調印式及び笛贈呈式
高千穂地区建設産業団体連合会（竹尾通洋会長、９団体）は、７月６日に高千穂町自然休養村管理センタ

ーで、子どもたちを犯罪から守るための「こども安全大会」を実施しました。建設業関係者や関係機関、高
千穂小の児童など約３００人が参加。
大会では 「こどもＳＯＳ」対応マニュアルの発表、高千穂警察署との協定書の調印式、高千穂小学校の児、

童への笛の贈呈式が行われました。

贈呈された笛を鳴らす高千穂小学校の児童

協定書に調印する竹尾会長（左）と山中高千穂警察署長

夜に街灯に飛んできたカブトムシをゲット トウモロコシ収穫を体験 丸太切り体験（２日目は上組小学校の５、６
年生も特別参加）

参加者の人気が高い豆腐づくり体験

夕日の里の交流会は「ただいま 「おかえりなさい」の対面」、
式で始まります。

軽トラックに「こどもＳＯＳ」ののぼりを立て
て、郡内を啓発するパレードを実施。

高千穂地区建設産業団体連合会の
構成団体

高千穂地区建設業協会
西臼杵建設事業協同組合
西臼杵生コン事業協同組合
県北地区土木コンクリートブロック協会 高千穂支部
宮崎県測量設計業協会
宮崎県建築業協会 高千穂支部
宮崎県建築士会 高千穂支部
砕石関係
リース関係

上記団体の会員の事業所や工事
現場では、のぼりを掲示し、事務
所や車輌にはステッカーを取り付
け、児童の避難場所の確保や安全
パトロールに努めます。
子どもの皆さんは、黄色い「こ

どもＳＯＳ」ののぼりとステッカ
ーを覚えてください。

今年度から会長となられた
後藤福光さん
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興梠恵子さんが優勝
ＪＡ県女性組織協議会（佐藤恭子会長）の「フ

レッシュミズのつどい」が６月２９日に宮崎市の
ＪＡ・ＡＺＭホールで開催され、農業や組織活動
に関する意見発表において、高千穂町上野の興梠
恵子さんが優勝しました。
興梠さんは「我が家の

夢のライフプラン」をテ
ーマに発表し、将来設計
の重要性を訴えました。
また、興梠さんは、1 1

月に東京都で開催される
「フレッシュミズ全国集
会」に県代表として参加
します。

「森林と水」に関する講話
西臼杵支庁林務課では、６月２９日に鞍岡中学

校の全校生徒３４名を対象に環境学習の講話を実
施しました。
講話では、身近にある巨樹の紹介、森林の役割

（生き物が棲む場所だったり、二酸化炭素を吸収
して空気をきれいにすることなど 、森林を支える）
土壌と水の関係、地球規模で見た森林などの話を
しました。
今後とも、西臼杵地域の子ども達に、森林や林

業の果たす役割についてＰＲしていきたいと考え
ています。

日之影町が首都圏で２回目の
ほおずき市を開催

日之影町は、７月１２～１３日に東京都港
区の六本木朝日神社において「ほおずき市」
を開催しまし
た。
今回は、九

州で唯一、森
林セラピー基
地に認定され
たことについ
てもＰＲしま
した。

説明を行った西臼杵支庁林務課の山下主査(右)と田中主査

県大会で優勝した興梠恵子
さん

ＪＡ高千穂地区から参加した皆さんとの記念撮影

ほおずきと併せて、日之影町の特産品のＰＲも実施

大きくて朱色が鮮やかな日之影産ほおず
きは来場者に大好評でした。

食卓の向こう側シンポジウムｉｎ高千穂
７月２９日に高千穂町自然休養村管理センター

で開催され、西日本新聞社編集委員の佐藤弘さん
の「食卓の向こう側に見えるもの」と題した基調
講演と地元の方をパネリストに討論会が行われま
した。
討論会では 「弁当の日」の提案や野菜の食べ、

方を知ってもらうためにレストランをやっている
福岡県福津市の「あんずの里」の紹介などがあり
ました。食について考えるきっかけになったので
はないでしょうか。

討論会は、コーディネーターが佐藤弘さん（西日本新聞社編集
委員、左から２人目 、アドバイザーが森千鶴子さん（森の新）
聞社、フリーライター、一番左 、そして高千穂町在住の方が）
パネリストになり行われました。
甲斐加代子さん（農家代表 、戸敷恵美さん（消費者、ＰＴＡ）
代表 、有藤多津子さん（保健センター栄養士 、興梠満喜子さ） ）
ん（高千穂小学校栄養士）がパネリストになりました。
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編集後記
五ヶ瀬町桑野内の農村民泊は、地域全体で農家民宿

に取り組むという意味で、農村民泊という言い方をさ
れており、地域全体で地域づくりを行っているのが夕
日の里の特徴です。 また、後藤会長の奥様フヂ子さ

▲

んのお知り合いのＲＫＫラジオパーソナリティ立迫な
ぎささんが、ボランティアで「夕日の里農泊マップ」
を作成されました。夕日の里には、たくさんの応援団
がいらっしゃいます。 今年度、ワイナリーの２期工

▲

事(レストラン、物産販売所等)も行われます。ソフト
事業を中心に進めてきた夕日の里づくりも施設整備が

修進んでいます。ますますの御発展を期待します。○

トピックス

古紙配合率１００％、白色度８２％を使用しています。

＊西臼杵支庁の業務等について、ご意見、ご要望な
どがありましたら下記までご連絡ください。

西 臼 杵 支 庁 だ よ り

□ 西臼杵支庁土木課 前畑技師が
日本陸上競技選手権に出場

７月１日
昨年８月の九州陸上選手権の８００ｍで優勝し

た土木課の前畑技師は、神戸で開催された日本陸
上競技選手権に出場しましたが、惜しくも予選敗
退でした。タイムは、１分５５秒７５。

□ 西臼杵地区女性職員交流会
「カヌー体験教室」を実施

７月３０日
ＮＰＯ「五ヶ瀬自然学校 （杉田英治代表）に講」

師をお願いして、カヌーを体験しました。

◎お問い合わせ先
宮崎県 西臼杵支庁 総務課
T E L 0 9 8 2 (7 2 )2 1 8 1 F A X 0 9 8 2 (7 2 )3 7 6 0

http://www.pref.miyazaki.jp/contents/org/U R L
chiiki/shityoson/nishiusuki_shityo/index.html

高千穂町のフリーペーパー創刊
７月２０日

、高千穂町在住や同町出身の若者が編集者となり
同町を中心とした伝統、文化、食、イベントなど
を紹介するフリーペーパー「５（ファイブ 」が創）
刊されました。年４回発行予定。
「５(ファイブ)」の名称は 「伝統、文化、人や、

イベント」を五感で感じようという思いで名付け
られました。Ａ３両面カラーの４つ折りサイズ。
創刊号は３

千部を印刷。
初回のみ郡内
の中・高生へ

、配付するほか
飲食店、コン
ビニ、観光ス
ポットや公共
施設で配付し
ています。 編集長の児嶋尚憲さん(左から２番目)とスタ

ッフの皆さん

五ヶ瀬町鞍岡で実施されたカヌー体験教室。流されたときの対処
。の仕方やレスキューロープの使い方なども教えていただきました

平成１８年度観光関連功労者表彰
７月５日

財団法人みやざき観光コンベンション協会(中島
勝美会長)の「会員のつどい」において、高千穂町
の「全国高等学校高千穂錬成会」が観光功労者表
彰を受賞しました。 同会は毎年1月3日か

ら6日まで、全国高等
学校高千穂錬成会とい
う剣道の合宿を行って
おり、高千穂高校剣道
部父兄がボランティア
として受入れに参加
し、全国の高校から関
係者約3,400人が参加
しています。また、25
年の永きにわたり開催
されており、冬期の同
町への集客のみなら
ず 「高千穂」の名前、
を全国区にすることに
寄与していることが認
められました。

五ヶ瀬町で「特別巡回ラジオ体操」開催
７月１６日

五ヶ瀬町の町制５０周年記念「特別巡回ラジオ
体操・みんなの体操会」は、五ヶ瀬町三ヶ所の町
総合公園Ｇパークで行われました。
坂副知事をはじめ、町内を中心に約１，５００

人が参加されました。

体操指導は多胡肇さん、ピアノ伴奏は幅しげみさん、
、 。アシスタントは金子梨沙さん 家根本織永さんでした

日本のトップクラスの選手と競い合っている前畑技師。
前畑技師は、後ろから２人目の腰ゼッケン４番。

中島会長から表彰を受ける佐伯浩美代表


